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山江村議会だより

村　湊佑くん　令和４年５月１０日生
むら そうすけ

３兄弟の末っ子です。お兄ちゃん、お
姉ちゃんがずっとそばにいて可愛がっ
てくれます。これからも家族みんなで、
明るく笑顔で過ごそうね！

令和４年７月3１日発行
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国の支援策　新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金が追加！
【特集】【特集】

　令和４年６月29日、山江村議会６月臨時会が開催され、新型コロナウイルス感染症対応地
方創生臨時交付金の追加に伴う、補正予算が可決しました。今回の国の追加については、コ
ロナ対策に加え、原油物価高騰に対する支援も可能となり、村独自の支援政策が盛り込まれ
ました。主なものは以下の通りです。

　村内在住の３歳児以上の未就学児の保護者に対し、保育所の令和４年度分の副食
費を交付するもの。

保育所等副食費支援金事業

　原油価格・物価高騰により影響を受けている住民に対する給付金の支給。令和３
年度世帯一人当たり所得２００万円未満の住民に対し、１万円の給付をするもの。

上記の６人家族の場合、子と子の妻の所得合計が９００万円となる。
９００万円÷６人＝１５０万円
給付対象が一人当たり２００万円未満であるから、上記家庭は該当し、
１万円×６人＝６万円の支給となる。

物価高騰生活給付金

【例】

　畜産物の需要減少に伴う価格低下、原油高騰に伴う飼料の高騰を受け、経営継続
の支援をするもの。
肉用牛（母牛）２万円/頭、　肉用牛（子牛）１万円/頭、
乳用牛（母牛）２万円/頭、　乳用牛（子牛）１万円/頭、
鶏１万円/１００羽

畜産農家経営継続支援

R３年度の
所得 ０円 ０円 500万円 400万円 ０円 ０円

父 母 子 子の妻 孫 孫
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　山江村教育委員会教育長の任命に関する同意
　教育長の任命に関する人事案件であり、これまで２期務めてこられた、藤本誠一氏を
再任することに決定した。

　山江村固定資産評価員の選任に関する同意
　４月の人事異動に伴い、現税務課長の迫田教文氏を同意することに決定した。

　山江村すまいの安全確保支援事業補助金交付条例の制定
　令和２年７月豪雨による被災者で、決められた条件を満たした方に、移転や現地にお
いて再建する費用を補助するもの。

　山江村国民健康保険税条例及び山江村介護保険条例の一部を改正するもの
　新型コロナウイルス感染症対策として、保険税及び保険料の減免措置が令和３年度ま
でだったものを令和４年度まで延長するもの。

　令和４年度一般会計補正予算において、３月議会定例会に引き続き、５名の発議者に
より修正議案が提出された。内容は、親水公園整備構想委託料３百万円を削減するも
の。それに対する質疑、討論がなされ、賛成多数で可決した。

　質疑の後、討論となり、「復旧復興と同時進行するべきでは」、「復旧復興の工事が
終わってからなら遅すぎるのではないか」等の反対討論がなされたが、「現在水田等も
できない状態である。時期尚早」、「まずは全力で復旧復興を進めてもらいたい。」
「もう少し現状が見えてきてから。」などの賛成討論の末、下記採決となった。

６月議会定例会
　

令
和
４
年
６
月
議
会
定

例
会
が
、
６
月
８
日
か
ら

10
日
ま
で
の
３
日
間
の
会

期
で
開
催
し
た
。

　

村
執
行
部
よ
り
提
案
さ

れ
た
議
案
は
、
令
和
３
年

度
繰
越
明
許
費
な
ど
29
議

案
が
提
案
さ
れ
た
。
１
日

目
は
報
告
、
提
案
理
由
説

明
の
後
、
議
案
審
議
を

行
っ
た
。
２
日
目
に
は
一

般
質
問
で
４
名
の
議
員
よ

り
通
告
が
あ
り
村
執
行
部

へ
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

（
内
容
は
後
述
）

　

ま
た
そ
の
後
専
決
処
分

事
項
の
承
認
（
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
）
９
件
を

承
認
し
た
。

　

最
終
日
に
採
決
と
な
っ

た
が
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
予
算
へ
の
修
正
動
議

が
発
議
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
可
決
、
そ
の
他
の
議
案

に
つ
い
て
は
す
べ
て
可
決

と
な
り
、
閉
会
し
た
。

可決した主なものは

賛成：○、反対：×、採決に加わらない：ー

採 決（起立採決）

議員名

賛 否

本
田　

り
か

久
保
山　

直
巳

中
村　

龍
喜

赤
坂　
　

修

森
田　

俊
介

横
谷　
　

巡

立
道　
　

徹

西　
　

孝
恒

中
竹　

耕
一
郎

秋
丸　

安
弘

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ー ×

令和４年度一般会計補正予算修正動議における質疑討論《再度発議》

赤 坂 議 員

横 谷 議 員

説明の中で、万江地区３０件ほど意見を聞いたとあるが、無作為の３０
件か。他町村の議長、副議長からも批判があったとのことだが説明を。
意見を聞いて回ったのは無作為。他町村の議長・副議長からは批判の言
葉ではなく意見。

：

：

質

答



④山江村議会だより令和４年７月３１日発行

分別ゴミについて

　　　　ヤングケアラーについて

山
江
村
で
の
調
査
方
法
を
伺

う
。

　

令
和
４
年
度
当
初
に
村
内
の

小
学
校
の
５
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
全
児
童
生
徒
を

対
象
に
学
校
生
活
の
状
況
等
も

含
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

が
、
該
当
す
る
児
童
生
徒
は
い

な
か
っ
た
。
今
後
も
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
等
に
つ
い
て
は
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

　

健
康
福
祉
課
で
予
定
さ
れ
て

い
る
事
業
は
な
い
か
。

　

令
和
４
年
度
事
業
と
し
て
、

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

事
業
を
一
体
的
に
行
う
計
画

　

ゴ
ミ
分
別
の
種
類
と
家
庭
か

ら
出
る
年
間
の
ゴ
ミ
の
量
、
負

担
額
を
伺
う
。

　

令
和
３
年
度
は
、
可
燃
ゴ
ミ

658
ｔ
、
不
燃
ゴ
ミ
41.

４
ｔ
、

粗
大
ゴ
ミ
13.

８
ｔ
、
資
源
ゴ

ミ
90.

１
ｔ
、
合
計
約
803
ｔ
で

あ
る
。

令
和
３
年
度
の
赤
池
ゴ
ミ
処
理

施
設
負
担
金
３
，２
５
５
万
４
，

０
０
０
円
、
相
良
埋
立
処
分
場

負
担
金
２
万
円
、負
担
金
合
計
、

３
，
２
５
７
万
４
，
０
０
０
円

で
あ
る
。

委
託
料
は
、
資
源
及
び
不
燃
物

の
収
集
業
務
委
託
量
１
１
４
万

円
、
可
燃
物
の
収
集
業
務
委
託

料
１
８
６
万
円
、
収
集
業
務
の

委
託
料
合
計
は
３
０
０
万
円
で

あ
る
。

負
担
金
及
び
委
託
料
合
計
３
，

５
５
７
万
４
，
０
０
０
円
と
な

る
。

　

山
江
村
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
伺
う
。

　

業
務
委
託
契
約
の
事
業
所

が
、
資
源
ゴ
ミ
の
日
に
分
別
収

集
を
行
う
。
個
人
や
事
業
所
が

直
接
持
ち
込
む
場
合
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
専
門
業
者
へ
売
却
と
な

る
。
本
村
で
は
、
食
用
油
の
回

収
を
行
っ
て
お
り
、
健
康
福
祉

課
保
健
衛
生
係
の
窓
口
に
回
収

窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

で
、
相
談
体
制
の
整
備
と
、
相

談
者
が
役
場
ロ
ビ
ー
等
を
通
ら

ず
に
入
室
で
き
る
様
な
相
談
室

の
整
備
を
行
い
、
行
政
や
教
育

機
関
、
そ
の
他
の
関
係
機
関
が

連
携
し
子
供
と
そ
の
保
護
者
の

生
活
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

支
援
し
て
い
く
。

本田　りか 議員

問

問

問問

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
教
　
育
　
長

ゴ
ミ
分
別
や

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す

る
事
業
は

村政を問う！　一般質問
※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿のまま掲載しています。
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村政を問う！　一般質問

⑤　 山江村議会だより 令和４年７月３１日発行

西　孝恒 議員
　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
は
大

量
の
土
砂
流
出
で
川
が
埋
ま
っ

た
状
態
と
な
っ
た
宇
那
川
の
上

流
山
林
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
。

　

民
有
林
で
保
安
林
の
指
定
と

な
っ
て
い
る
。
伐
採
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

県
へ
伐
採
届
が
提
出
さ
れ
施
業

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
次
世
代
へ

繋
が
る
球
磨
の
森
造
り
ル
ー
ル

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
遵
守
さ
れ

跡
地
に
は
計
画
的
な
植
林
を
令

和
６
年
３
月
迄
に
完
了
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
施
業
完
了

時
は
県
で
も
現
地
の
確
認
が
行

わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

雨
季
に
備
え
住
民
へ
の
情
報

周
知
と
河
川
の
状
況
把
握
に
関

す
る
整
備
状
況
に
つ
い
て
。

　

情
報
周
知
に
つ
い
て
は
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
情
報
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
村
民
の
方
へ

も
活
用
を
促
し
て
い
る
。
ま
た

過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
今
後
の
災

害
へ
の
備
え
と
し
て
復
興
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
も
開
設
し
た
の
で

活
用
頂
き
た
い
。
予
報
関
係
で

は
気
象
台
か
ら
線
状
降
水
帯
の

予
報
情
報
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
情
報
を
速
や

か
に
住
民
の
方
々
へ
周
知
し
、

早
め
の
避
難
行
動
が
図
れ
る
よ

う
に
な
る
。
河
川
の
水
位
状
況

は
柳
野
、
淡
島
、
屋
形
地
区
に

水
位
計
と
監
視
カ
メ
ラ
が
設
置

さ
れ
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば

閲
覧
で
き
る
。

　

災
害
時
の
情
報
連
絡
伝
達
手

段
の
確
保
や
個
別
受
信
機
の
設

置
率
、
ま
た
避
難
行
動
要
支
援

者
の
方
々
の
対
応
に
つ
い
て
。

　

情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
は

現
在
効
率
的
な
災
害
に
強
い
情

託
し
て
維
持
管
理
に
努
め
て
い

る
。
毎
年
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
集
中
的
に
側
溝
や
集
水
枡

の
清
掃
に
取
り
組
み
出
水
期
に

備
え
て
い
る
。

　

各
体
育
館
の
健
全
度
や
床
の

状
況
に
つ
い
て
。

　

令
和
２
年
に
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
た
。
山
江
村
体
育
館

は
築
36
年
、
健
全
度
46
点
で

あ
っ
た
。

山
田
小
体
育
館
は
築
45
年
、
健

全
度
は
29
点
で
劣
化
が
見
ら
れ

床
は
部
分
的
に
傷
が
入
っ
て
い

る
。山
江
中
体
育
館
は
築
16
年
、

健
全
度
は
60
点
で
他
よ
り
高
い

が
屋
根
や
外
壁
の
劣
化
や
床
に

は
部
分
的
に
傷
が
あ
る
状
況
。

現
時
点
で
床
の
改
修
予
定
は
な

い
が
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
優

先
順
位
を
設
け
施
設
の
長
寿
命

化
に
努
め
て
行
く
。

問問

問 答
総
務
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

報
伝
達
の
整
備
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
個
別
受
信
機

の
設
置
率
は
85.

５
％
で
170
世

帯
の
方
が
未
設
置
と
な
っ
て
い

る
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
方
々

に
つ
い
て
は
、
各
区
長
、
消
防

団
と
も
連
絡
を
行
い
、
各
地
区

で
は
自
主
防
災
組
織
の
中
で
対

応
頂
い
て
い
る
。
人
的
災
害
を

出
さ
な
い
よ
う
避
難
行
動
の
支

援
に
努
め
て
い
る
。

　

雨
季
を
迎
え
て
村
道
の
側
溝

や
支
障
木
な
ど
管
理
状
況
に
つ

い
て
。

　

重
機
な
ど
使
用
し
て
行
う
直

営
作
業
に
併
せ
て
外
部
に
も
委

防
災
対
策
に
つ
い
て
！

村
内
各
体
育
館
の
管
理
状

況
は
！

防災対策（自然的災害）の取り組み状況について

　　　　村内各体育館の管理状況について

問答
建
設
課
長

問答
教
育
課
長

村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。
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本
村
に
は
90
カ
所
以
上
の
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
老
朽
化
も
す
す

ん
で
い
る
。
過
去
に
ゴ
ミ
置
場

建
設
に
あ
た
っ
て
村
行
政
よ
り

助
成
金
制
度
が
あ
っ
た
か
伺

う
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
で
建
設
、
管

理
を
お
願
い
し
て
お
り
、
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設
、
立
て

替
え
に
特
化
し
た
助
成
制
度
は

現
在
ま
で
に
整
備
し
て
い
な

い
。

　

ゴ
ミ
増
量
に
よ
り
、
現
在
の

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
手
狭
と

な
り
、
老
朽
化
な
ど
立
て
替
え

の
時
期
が
き
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。 

行
政
区
の
少
子
高
齢

化
、
核
家
族
化
等
で
の
班
員
の

久保山　直巳 議員
　

本
年
の
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
山
江
村
指
定
事
業
所
「
黎
明

館
」
に
つ
い
て

村
民
の
方
よ
り
サ
ー
ビ
ス
内
容

が
変
わ
っ
た
と
聞
く
が
現
在
の

状
況
を
伺
う
。

　

登
録
定
員
29
名
、
通
い
サ
ー

ビ
ス
利
用
定
員
は
15
名
、
宿
泊

サ
ー
ビ
ス
利
用
定
員
が
９
名
で

あ
る
。

現
在
の
宿
泊
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
水
曜
日
の
み
、
最
も
多

い
日
で
一
晩
に
３
名
の
方
が
宿

泊
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
週
１
回
水

曜
日
と
い
う
こ
と
で
、
極
端
に

少
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
そ
の

理
由
と
、
今
後
も
そ
の
業
務
体

制
を
続
け
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

　

令
和
３
年
度
中
に
黎
明
館
の

職
員
３
名
の
方
が
立
て
続
き
に

退
職
さ
れ
た
。

水
曜
日
以
外
も
緊
急
な
場
合
は

同
系
列
の
事
業
所
か
ら
従
業
員

が
駆
け
つ
け
宿
泊
対
応
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
お
ら
れ

る
。

従
業
員
数
の
確
保
に
つ
い
て
も

企
業
側
の
更
な
る
努
力
を
お
願

い
し
な
が
ら
、
村
行
政
と
し
て

も
急
ぎ
事
業
所
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
協

力
支
援
し
て
い
く
。

減
少
、
一
人
暮
ら
し
の
増
加
、

班
編
制
の
見
直
し
も
必
要
と
な

る
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
立
て
替
え
問
題
も
出

て
く
る
。
村
行
政
よ
り
支
援
い

た
だ
け
な
い
か
伺
う
。

　　

行
政
区
を
単
位
と
し
た
、
自

立
し
た
持
続
可
能
な
地
位
を
形

成
す
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
、
地

域
自
立
支
援
事
業
補
助
金
が
あ

る
。
今
年
度
は
国
の
補
助
金
を

活
用
し
て
い
る
。

こ
の
補
助
金
を
活
用
さ
れ
た
い

場
合
は
相
談
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
総
務
課
長

本
村
小
規
模
多
機
能

　
　
　
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

行
政
区
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問問

問問

本村小規模多機能ホームのサービス
内容変更の理由と対応は！
　　　各行政区ゴミステーション
　　　建設時の助成制度の有無は！

村政を問う！　一般質問

④山江村議会だより令和４年７月３１日発行

村政を問う！　一般質問
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事業計画の業務委託について

　

役
場
は
組
織
で
あ
り
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
で
動
い
て
お
り
、
方

針
・
方
策
は
、
指
示
を
し
て
い

る
。
村
民
主
役
と
し
て
現
場
の

村
民
の
声
を
聞
き
、
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
能
力

を
発
揮
す
る
た
め
自
己
評
価
の

計
画
書
を
作
り
、
共
有
し
、
自

分
で
気
づ
き
、
自
分
で
動
く
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

立道　徹 議員
　

現
場
、
現
状
に
あ
わ
ず
、
結

果
が
伴
わ
ず
実
現
で
き
な
い
事

業
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
黒

原
地
区
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
・
新
層
地
区
の
栗
の
新
植
に

つ
い
て

　

黒
原
地
区
は
、
山
村
活
性
化

支
援
交
付
金
に
て
タ
ケ
ノ
コ
を

有
害
鳥
獣
か
ら
守
る
た
め
に
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置

し
た
事
業
で
、
令
和
２
年
の
７

月
豪
雨
で
、
現
場
ま
で
行
け
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
村
道
復
旧

後
に
は
、
現
地
に
入
っ
て
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。
新

層
地
区(

川
辺
川
造
成
団
地

内)

の
栗
の
新
植
は
、
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
、
３
カ
年

(

平
成
30
年
度
〜
令
和
２
年
度)

実
施
。
収
穫
量
の
増
加
と
担
い

手
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
３

年
で
5.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
約
３
，

５
０
０
本
植
栽
し
て
い
て
、
１

カ
所
だ
け
、
管
理
不
十
分
が

あ
っ
た
が
、
管
理
を
す
る
方
を

捜
し
て
、
新
た
に
管
理
を
し
て

い
る
。

　

業
務
委
託
業
者
へ
は
、
丸
投

げ
か
、
要
望
・
要
求
・
指
導
は

さ
れ
る
の
か
。

　

委
託
業
者
選
定
は
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、
や
り
た
い

こ
と
を
実
現
し
、
提
案
し
て
く

れ
る
委
託
業
者
を
選
考
委
員
の

方
で
採
点
し
、決
定
し
て
い
る
。

　

村
の
活
性
化
は
、
職
員
の
双

肩
に
か
か
っ
て
い
る
。 

自
主

性
・
創
造
力
・
企
画
力
を
生
か

し
、
現
場
住
民
と
の
連
携
に
よ

り
、
現
場
重
視
し
た
事
業
計
画

を
練
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
成

果
が
伴
う
と
考
え
る
が
。

※

他
に
「
復
興
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
つ
い
て
」「
ほ
た
る
の
物

産
館
ペ
ー
ス
ト
加
工
施
設
に
つ

い
て
」「
村
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
」
質
し
た
。

問

問問

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
村
　
長

業
務
委
託
業
者
へ
の

　
　
　
　
　 

要
望
は

黒原地区：ワイヤーメッシュ柵状況

深層地区：栗の新植状況

村政を問う！　一般質問 QRコードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。



⑧山江村議会だより令和４年７月３１日発行

だんだんなぁ
　

今
も
変
異
を
続
け
な
が
ら
感

染
力
も
強
く
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
す
が
、
誰
に
も
正
解
が

解
ら
な
い
対
策
に
村
民
の
方
々

を
含
め
誰
も
が
不
安
視
さ
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
令
和
２
年
の
豪
雨
災

害
か
ら
２
年
が
過
ぎ
去
り
、
復

旧
半
ば
で
、
こ
れ
か
ら
台
風
本

番
と
な
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
的
確
な
情
報
の
確

認
と
早
め
の
避
難
、
及
び
、

「
命
を
守
る
行
動
」
を
と
っ
て

頂
き
ま
す
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
前
回

号
よ
り
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付
き
ま
し
た
。

携
帯
電
話
で
も
視
聴
で
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
活
用
下
さ

い
。

　

こ
れ
を
機
に
是
非
、
若
い
世

代
の
方
々
に
も
議
会
に
興
味
を

持
っ
て
頂
き
、
御
意
見
を
お
寄

せ
頂
く
と
幸
い
で
す
。
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議員活動の一コマ
　令和４年７月２１日、公共施設の在り方に関する調査特別委員会視察研修のため、玉名市及び
和水町で有効活用されている公共施設を視察研修してきました。

　令和４年７月２８日、令和５年度主軸事業要望活動として、金子総務大臣及び松村参議院議員
（当日は秘書の方が対応）、馬場参議院議員、進藤参議院議員にお会いし、村の現状と令和5年
度事業に向けた要望を行ってきました。

村政を問う！　一般質問


